




















































































る．2010年 8月には，山頂稜線部で深さ約 10 mの観測孔掘削に成功し，今後は永久凍土の
地温が直接観測できる見通しが立った．


































































































2011.1.5 第 112回セミナー　参加者 15名
　　川瀬宏明（国立環境研究所）
「種々の人間活動が雲・降水・水循環に及ぼす影響
　　～地表面改変，エアロゾル，温室効果ガスの効果～」
　近年，温室効果ガスの増加による地球温暖化が注目されている．IPCC第四次報告書では，
－ 86 －
近年の急速な気温上昇は人為的な温室効果ガスの増加による地球温暖化の表れであり，将来
にさらなる気温上昇をもたらすことが指摘されている．また，地球温暖化は気温上昇だけで
なく，降水にも影響を及ぼすと言われている．最近の研究によると，地球温暖化は現在降水
の多い地域で降水量を増加させ，少ない地域では降水量を減少させると言われている．これ
はつまり，干ばつや洪水の頻度が増加しうることを示唆している．
　しかし，降水に変化をもたらす人為的要因は，温室効果ガスの増加に伴う地球温暖化だけ
ではない．例えば，産業や農業活動によって大気中に排出される微粒子（エアロゾル），都
市化や農業，植林による土地改変なども，降水に影響を及ぼすといわれている．エアロゾル
は，太陽からの放射を吸収・散乱することで地表に届く放射量を減少させ，さらに雲粒の核
としても働くことで，雲や降水を変化させる．一方土地改変は，局所的な気象状態を変化さ
せることが指摘される．例えば，緑地を開拓した都市や乾燥域の灌漑地などの異なる土地利
用が隣接する地域では，局所的な大気の循環が励起され，雲の発生や降水の発生に影響を及
ぼす．
　このように，地球温暖化をはじめとした人為的要因による降水の変化は，将来の水循環の
変化を考える上で重要な不確定要素となる．本発表では，人間活動が引き起こす「温室効果
ガスの増加」，「エアロゾルの増加」，「土地利用改変」の 3つに着目して，それぞれが雲・降
水・水循環の変化に及ぼす影響を，時空間スケールを意識しながらお話しする．
